
全
国
に
分
布
す
る
多
年
草

。

屋
久
島
で
は

、
海
岸
沿
い
の
道

路
脇
に
多
い

。
秋
に
二
㎝
程
の

黄

色

い

頭

状

花

を

多

数

つ

け

る

。
茎
を
折
る
と
白
い
乳
液
が

出
る

。
根
茎
付
近
の
葉
は
葉
柄

が
あ
る
が

、
上
部
の
葉
は
葉
柄

が

な

く

、
互

生

し

て

茎

を

抱

く

。花
期
一
〇
～

一
二
月

草本層では、植被率は低いが、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷ･ｼｷﾐ･ﾋｻ
ｶｷ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｲｽﾉｷ･ｱｾﾋﾞ･ｻｶｷの稚樹やﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ･ﾍﾞﾆ
ｼﾀﾞ･ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞ･ｺﾊﾞﾉｶﾅﾜﾗﾋﾞ･ﾁｬﾎﾞｼﾗｲﾄｿｳ･ﾏﾝﾘｮｳ･ﾋﾒﾂﾙｱﾘ
ﾄﾞｵｼ等が生育する。

査
デ
ー

タ
の
活
用
方
法
等
に
つ

い
て
説
明
し

、
間
伐
の
大
切
さ

や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
お

け
る
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
も

併
せ
て
説
明
し
ま
し
た

。
生
徒

達
は
日
頃
ふ
れ
る
こ
と
の
な
い

内
容
に
興
味
を
い
だ
き
樹
木
同

定
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

て

、
樹
木
の
名
前
に
た
ど
り
着

い

た

と

き

に

は

得

意

げ

で

し

た

。今
回
の
研
修
を
機
に

、
生
徒

達
が
屋
久
島
の
自
然
を
考
え
る

上
で
広
範
な
視
点
で
も
の
を
考

え
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
当

日
の
研
修
を
終
了
し
ま
し
た

。
標準地調査

ボランティア活動

屋久島の植物

植物検索

龍

神

杉

歩

道

の

ボ

ラ

ン

テ

イ

ア

清

掃

活

動

平

成

二

〇

年

一

一

月

二

八

日

、
屋
久
島
観
光
協
会

、
ガ
イ

ド

、
屋
久
島
町

、
屋
久
島
森
林

管
理
署
の
二
四
名
に
よ
り

、
龍

神
杉
歩
道
入
口
か
ら
四
㎞
地
点

に
あ
る
小
屋
跡
の
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た

。

当
日
は

、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が

、
参
加
者
が
一
致

協
力
し
て
か
た
づ
け
た
結
果

、

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た

。

片

付

け

た

ゴ

ミ

に

つ

い

て

は

、
全
員
で
分
担
し
て
背
負
子

に
担
ぎ

、
登
山
道
入
口
ま
で
運

び
ま
し
た

。

こ
れ
を
機
に

、
龍
神
杉
歩
道

の
活
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す

。
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一
一
月
一
九
日

、
屋
久
島
高

等
学
校
普
通
科
環
境
コ
ー

ス
の

秋
季
宿
泊
研
修
が
屋
久
島
環
境

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た

。

当
署
で
は
屋
久
島
の
森
林
の

こ
と
を
考
え
る
た
め
の
材
料
と

な
る
話
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
受
け

、
屋
久
島
の
森
林
現

況
や
樹
木
同
定
の
や
り
方

、
天

然

林

と

人

工

林

の

取

り

扱

い

方

、
国
有
林
が
進
め
て
い
る
取

組

等

に

つ

い

て

講

義

し

ま

し

た

。ま
た

、
現
地
実
習
を
兼
ね

、

人
工
林
の
間
伐
標
準
地
調
査
を

生
徒
達
に
行

っ
て
も
ら
い

、
調

下刈作業

林
野
庁
で
は

「
美
し
い
森
林

づ
く
り
推
進
運
動

」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す

。
そ
の
一
環
と
し

て

、
本
年
五
月

、
沖
縄
を
除
く

九
州
各
県
知
事
と
九
州
森
林
管

理
局
長
に
お
い
て

、

「
九
州
の

森
林
づ
く
り
に
関
す
る
共
同
宣

言

」
が

な

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

す

。そ
の
主
な
行
動
の
一
つ
と
し

て

一

一

月

の

第

二

日

曜

日

を

「
九
州
森
林
の
日

」
と
し
て
制

定
し
幅
広
い
参
加
者
の
も
と
に

共
有
の
財
産
と
し
て
森
林
を
守

り
育
て

、
未
来
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
具
体
的
行
動
を
実
践
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

、
絶
滅

危
惧
種
で
あ
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
の
種
の
保
存
と
増
殖
・
復
元

を
目
的
と
し
て
屋
久
島
町
内
の

国
有
林
に
設
定
さ
れ
た
見
本
林

プロットは、ﾐﾐﾝｸｴの南山腹急斜面の広葉樹２次林に設定
した。局所地形は、凸型斜面で、平均傾斜が34°、平均斜
面方位が東向きである。

・宮之浦岳北側斜面（標高800ｍ地点）

亜高木層では、ｲﾇｶﾞｼ･ｼｷﾐが多く、ｲｽﾉｷ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ﾕｽﾞﾘ
ﾊ･ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ﾋｻｶｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲなどが混生する。個体
数は少ないが、ﾘｮｳﾌﾞ･ｱｶｼﾃﾞ･ｸﾏﾉﾐｽﾞｷ･ｽﾀﾞｼﾞｲも出現する。

低木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷが最も多く、ﾋｻｶｷ･ｻｶｷ･ｳﾗ
ｼﾞﾛｶﾞｼ･ｲﾇｶﾞｼも多い。個体数は少ないが、ｲｽﾉｷ･ｶｸﾚﾐﾉ･ｻ
ｻﾞﾝｶ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ｱｾﾋﾞ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾄｶﾗｲﾇﾂｹﾞも生育する。

・
採
種
林
に
お
い
て

、
屋
久
島

生
物
多
様
性
保
全
協
議
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
総
勢

三
二
名
に
よ
り
下
刈
り
作
業
を

実
施
し
ま
し
た

。

一
一
月
九
日
は

、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
で
し
た
が

、
各
人
で

持
ち
寄

っ
た
下
刈
り
鎌
で
苗
木

の
周
囲
を
刈
払
い

、
今
後
の
成

長
の
手
助
け
を
し
ま
し
た

。

森

林

現

況

調

査

な

ど

現

地

実

習

屋

久

島

高

等

学

校

環

境

学

習

開

催

プロットの階層別植生は、高木層ではｱｶｶﾞｼ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｱｶ
ｼﾃﾞ･ﾕｽﾞﾘﾊ等の混交林である。他には、ｲﾇｶﾞｼ･ｴｺﾞﾉｷが生
育し、個体数は少ないが、ﾋﾒｼｬﾗ･ﾊﾘｷﾞﾘ･ﾔｸｼﾏｵﾅｶﾞｶｴﾃﾞ･ｶ
ｸﾚﾐﾉ･ｸﾛﾊﾞｲ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳなども出現する。

屋久島生態系モニタリング

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
採
種
林
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

ヤクシソウ
（きく科）

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）



１ 平成１８年度収入
協力金として収受した金額 ４８，７３０千円

２ 平成１９年度特定森林環境整備事業費

自然休養林の環境整備等に拠出した金額 ４８，８５６千円 協議会 ２４，２３８千円

国 ２４，６１８千円

支出内訳

（１） 人件費 ２０，６７９千円 ( 林内点検・修繕、小屋清掃、駐車場整理及び協力金収受業務等 )

（２） 施設整備 １４，５７８千円 （ 観察路補修、手摺補強、トイレ改修、看板作製等 ）

観察道補修 手摺補強

標識設置

(白谷雲水峡)

観察道補修 ( 施工前 ) ( 施工後 )

(ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ)

（３） 森林教育及び普及啓発 ４，３５６千円 (リ－フレット印刷、雨量計、消耗品等)

雨量計

（４） 森林整備、環境保全 ７，７０１千円 ( 白谷小屋屎尿処理、浄化槽清掃、迂回路測量設計、枯損木処理 )

し尿処理

枯損木処理(処理前) (処理後)

（５） その他 １，５４２千円 ( 保険、燃料費、公課費、通信費等 )

３ 平成１９年度協力金収入
協力金として収受した金額 ５３，９７７千円

※ 平成２０年度以降のヤクスギランドと白谷雲水峡の整備資金となります。

屋久島レクリエーションの森保護管理協議会・屋久島森林管理署

お問い合わせ先 屋久島森林環境保全センター

ＴＥＬ ０９９７－４２－０３３１

『洋上アルプスNO.165号裏面』屋久島森林環境保全センター

皆様方からいただきました森林環境整備推進協力金は，下記のとおりヤクスギランドと白谷雲水峡の森林環境
整備事業に使用させていただきました。

色覚のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰを
取入れたﾘｰﾌﾚｯﾄ

§ 森林環境整備推進協力金について §

皆様方の自然休養林に対するご協力に対しまして，心からお礼申し上げます。

携

帯

ト

イ

レ

ブ

ー

ス


